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このシリーズには，しばしば興味深い論文が集録されてきたが，本著もそのー
つで，聴覚系について脳解剖，特に小細胞性内側膝状体と聴覚領の対応的な結合
関係について，重要な知見を報告した。
これまでの Monakow(1882)，Cajal (1902)および Morest(1964)らによれ
ば，視床にある聴覚系の内側膝状体は小細胞部と大細胞部に大別され，そのうち
小細胞部は背核と腹核から成り立ち，さらに腹核が 4亜核に区別されている。他
方， Rose & W oolsey (1949)およびその後の多くの人々により，聴覚領は細胞
構築的および反応様式の相違から 6ないし 7亜域に区分されてきた。しかし，上
述の内側膝状体を構成する諸亜核と聴覚領に含まれる諸亜域との相関について
は，詳細な検討がほとんど行なわれていなかったことは事実である。そこで，著
者はネコの Wiitanenおよびその他の銀染色法を用い， (1)内側膝状体の小細
胞部と大細胞部が，それぞれこれまでに規定された聴覚領のどの範囲に投射する
のか， (2)小細胞部の諸E核は聴覚領のどの諸亜域に線維を送るのか， (3)上記
の諸亜核中，主部とされた PL亜核は，聴覚領の主亜域の Al域にどのような
局在的終止関係を示すのかという諸点を調べることにした。
以上の実験からえられた所見は， (a)内側膝状体からの皮質投射域は，従来の
解剖学的に規定された聴覚領より電気生理学的な聴覚領の範囲とよく一致すると
いうことである。次にこれらをいっそう詳細に述べると， (b)小細胞部の PL亜
核は Ar，DD亜核は An，OD亜核は後外グ溝付近の特に背側部， VL亜核は
この溝の前腹側の T， ZM亜核が Epを主とした亜域にそれぞれ投射し，大細
胞部(内側膝状体上核も含む)は小細胞部の投射域を前および背方から閤むよう
に ln，Amおよび SF亜域に至るのである。 (c)さらに上述の PL亜核と Ar
亜域との対応関係については，亜核の前部は亜域の前背部に，後部は後腹部にそ
れぞれ投射するのをみた。
著者の鋭い眼は線維の太さにも注がれ，内側膝状体の遠心路には一部の人々が
指摘したように大，中および小の 3種があるが，それらのうち大，中の線維は被
殻の後背部を通過した後， A 1，Anおよび Ep背部に至り，主として第 Il，第 
IV層に終止し，小線維は被殻の後腹部を通り Ep腹部および T 亜域など，聴
覚領の腹側域に投射し，第 lV，第 Vおよび第 Vl層の細胞聞に終わることに気
付いた。このような関係から他の諸家によって考えられた小線維は大線維の 
CoIlaterals (副行枝)であるということにも疑いを持ち， Ep亜域など一部にお
いては必ずしも否定できないが，特定の亜核はそれぞれ一種類の太さの線維を投
射するので，その可能性が少いことを述べている。また，聴覚領の各部を剥離し，
内側膝状体の亜核に生ずる逆行変性像を調べた Rose& Woolsey (1949)および
その後の人々が支持した，内側膝状体の遠心路には essential(主枝)と sustain-
ing (副行枝)があり， 主枝を破壊した際には逆行変性が生ずるが， 副行枝の終
止する領域を壊した時にはそれが生じないという仮説についても論及し，その仮
説をただちに否定できないとしても，内側膝状体細胞の遠心路と求心路との関係
からも考えるべきで，聴覚領の亜域を剥離し，その部位が問題の細胞からの遠心
路を受けるのみならず，その細胞に求心線維を与え，起神経元性の効果を及ぼす
時に著明な逆行変性を示すと主張した。なお，線維結合の上から，小細胞部とそ
れに対応する皮質・は聴覚の特殊かっ空間的なものを処理し，大細胞部とそれに関
連した皮質は，後者が身体知覚および振動覚系とも結合があるので，純粋の聴覚
のみでないことも暗示した。以上のように本著は，解剖と生理との相関，特に小
細胞部の各亜核と聴覚領の諸亜域との関係をこれまで以上に明確にしたことで，
興味ある論文といえる。(大谷克己)
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